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全
道
集
会
に
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
当
日
が
も

う
目
の
前
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

楽
し
く
参
加
出
来
＆
よ
う
。
『
体
調
に
は
充
分

注
意
』
し
て
下
さ
い
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
『

注
意
点
』
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
『
必
ず
目

を
遥
し
て
Ｊ
下
Ａ
’
Ｊ
い
。

ま
た
、
『
ハ
ナ
″
ク
釧
路
関
係
の
参
加
者
名
簿
』

も
添
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
声
を
か

け
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
特
別
な
状
況
の
変
化
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
下
記
へ
至
急
連
絡
し
て
下
さ
い
。

・
難
病
連
釧
路
支
部
事
務
局
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［
に
匹
匹
目
｛
｝
に
つ
い
て

◆
第
一
日
・
八
月
五
日
（
土
）

・
札
幌
・
室
蘭
・
旭
川
・
釧
路
よ
り

ハ
ナ
ッ
ク
号
出
発

几
六
時
四
十
分
：
十
勝
川
温
泉
着

二
八
時
・

・
二
十
時
・
・

’
・
歓
迎
の
夕
べ

（
患
者
交
流
会
）

：
分
科
会

◆
第
二
日
・
八
月
六
日
（
日
）

・
九
時
三
十
分
・
：
分
科
会

音
更
町
文
化
セ
ン
タ
ー

音
更
町
か
丑
ハ
栄
中
学
校

（
別
表
参
照
）

・
一
二
時
・
・
・
：
全
休
集
会

音
更
町
文
化
セ
ン
タ
ー

・
開
会
拾
移

・
基
調
報
告

・
患
者
・
家
族
の
訴
え

・
来
賓
搾
拶

・
記
念
講
演

・
ア
ピ
ー
ル
採
択

一
五
時
：
：
‘
閉
会

・
終
了
後
・
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

然
別
湖
・
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
福
原

･
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i
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０
＊
Ｏ
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1
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［
匯
洋
ほ
芯
っ
ｙ

◆
参
司
費
古
私
済
者
に
は
『
参
加
券
』
が
発
行
ｘ
ｕ

れ
ま
す
。

◆
『
参
加
券
』
は
、
各
車
項
毎
に
あ
り
ま
す
の
で

御
確
認
下
さ
い
。

◆
『
参
加
券
』
に
ト
私
食
事
・
会
場
の
入
場
な
ど

が
出
来
ま
す
。
大
事
に
淫
官
下
ざ
い
。

■
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≫
≪
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◆
『
ハ
ナ
ッ
ク
号
ｉ
は
/
札
幌
・
室
蘭
・
旭
川
、
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●

そ
し
て
当
地
･
釧
路
の
四
ヶ
所
か
ら
発
車
し
ま
す
｡

◆
八
ナ
ッ
ク
釧
路
の
連
行

･
行
き

･
八
月
五
日
　
十
四
時
発

釧
路
市
民
童
垂
駐
車
場
よ
り

地
元
の
バ
ス
血
書
利
用

･
釧
路
で
の
乗
嘉
へ
二
十
七
員
現
在
)

慧
-
一
千
五
名

(
保
健
婦
二
一
名
含
む
)

厚

岸

支

部

-

　

　

五

名

根

室

支

部

-

　

　

四

名

計

　

　

　

三

十

四

名

･
白
糠
で
の
乗
車
(
東
家
前
二
五
時
)

餅
浄
支
部
･
･
　
三
名

･
自
家
用
車
等
で
参
加

餅

浄

支

部

-

　

　

六

名

根

憲

-

　

一

名

計

　

　

　

　

　

七

名

合

　

計

　

　

四

十

四

名

･
帰
り

･
八
月
六
日
　
士
ハ
時
出
発

十
九
時
餅
格
別
薯
予
定

･
バ
ス
の
乗
車
人
黄

銅
汲
叩
真
部
･
二
丁
工
ハ
名

(
保
健
婦
･
1
看
･
白
糠
･
1
二
名
含
む
)

厚
岸
支
部
-
　
　
1
名

根

室

真

部

-

　

　

四

名

計

　

　

　

三

十

一

名

◆
『
参
加
者
名
簿
』
中
で
､
r
n
由
･
b
の
つ
い
て

い
る
人
が
可
ハ
ナ
ッ
ク
餅
路
号
を
利
用
.
D
す
る
人

で
す
｡
×
は
､
自
家
用
車
･
汽
車
等
を
利
用
す
る

人
で
す
｡

◆
覆
貝
は
､
バ
ス
に
お
け
る
患
者
さ
ん
の
お
手

伝
い
に
莞
下
さ
い
｡

◆
バ
ス
の
中
で
は
､
楽
し
く
旅
行
す
る
た
め
に
､

ゲ
ー
ム
等
量
臥
画
し
て
い
ま
す
｡

◆
パ
ス
の
啓
台
は
､
本
部
で
用
暮
し
ま
す
｡

(
要
返
品
)

●◆
帰
り
は
『
車
中
食
』
重
し
ま
す
｡

◆
帰
り
は
'
釧
路
市
民
文
化
A
曹
経
由
し
て

鯛
箆
駅
ま
で
運
行
し
て
も
ら
い
ま
す
｡

◆
F
ト
イ
レ
タ
イ
ム
』
は
『
浦
幌
の
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
』
で
と
り
ま
す
｡

◆
行
き
の
運
行
･
･
･
五
日

二
六
時
半
着
)

◆
帰
り
の
運
行
-
･
六
日

二
九
時
着
)
　
二
八
晴
着
)
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聾
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∧
プ
ロ
フ
ィ
ル
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昭
和
三
十
年
か
.
嚢
二
十
四
年
び
か
け
て
､

会
皆
丁
生
リ
ー
ド
A
暴
コ
ン
ク
ー
ル
で
A
暴
､
独

奏
に
入
賞
し
､
帯
広
相
乗
趣
等
学
校
リ
ー
ド
A
暴

団
で
蓮
し
た
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
､
二
十
二
事
後
の
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
F
ザ

ニ
ユ
-
･
ハ
ー
モ
ニ
カ
･
ベ
ア
ー
ズ
･
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
』
を
桔
成
し
た
｡

昭
和
五
十
八
年
に
第
1
回
重
奏
会
を
開
催
'

そ
の
年
'
全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
に
三

位
入
賞
を
は
じ
め
､
昨
年
の
同
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で

に
上
位
入
賞
を
四
回
､
全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
連
盟

よ
り
最
も
名
誉
あ
る
､
第
十
回
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ

賞
を
昭
和
六
十
三
年
五
月
に
未
来
文
集
題
で
受

賞
｡
新
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
音
楽
の
創
造
と
､
そ
の

普
及
と
溝
動
が
高
垂
れ
た
も
の
呈
l
R
わ
れ

て
い
る
｡
そ
の
グ
ル
ー
プ
名
も
P
ベ
ア
ー
ズ
･
ハ

ー
モ
ニ
カ
･
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
b
と
改
称
し
､
帯
広

･
十
勝
を
中
心
に
他
都
市
で
の
公
警
ど
､
ハ
ー

モ
ニ
カ
に
よ
る
轟
義
幸
に
好
評
を
得
て
い

●
ち
.

ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
･
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
の
早
川
健

氏
は
昭
和
五
十
九
年
の
全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
･
コ

ン
テ
ス
ト
.
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
部
門
で
ト
ッ
プ
と
な

り
､
昭
和
六
十
年
に
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
貴
を
葺

し
て
い
る
｡

…
　
　
川
川
●
m
山

●
垂
下
蒔
-
･
6
日

.
 
･
T
I
I
篤
は
山

東
士
狩
の
獅
子
舞
の
ル
ー
ツ
は
､
薄
く
開
拓
の

頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
｡
大
人
の
手
に
よ
る
舞
子

舞
保
存
会
が
あ
り
ま
す
が
､
少
年
団
も
昭
和
六
十

年
岳
写
れ
て
坤
基
曹
引
継
ぎ
､
も
り
立

て
て
い
く
た
め
に
無
心
遠
野
し
て
い
ま
す
｡
同

異
は
､
小
学
校
四
年
生
以
上
の
男
子
十
八
名
義

成
さ
れ
J
保
空
茶
の
方
々
の
稔
等
の
も
と
､
冴
子

舞
の
振
付
け
､
お
は
や
し
の
藍
習
に
腎
租
ん
で

い
ま
す
｡

;
･
:
:
.
8
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f
t
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･
f
T
J
.
･
i
h
I
て
､
…

∧
プ
ロ
フ
ィ
ル
∨

現
在
､
三
才
で
恋
王
ハ
年
生
ま
で
約
四
十
人
の

女
の
子
た
ち
で
毎
量
目
､
楽
し
く
警
し

て
い
ま
す
｡
音
更
桜
ま
つ
り
･
ハ
ナ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
パ
ル
･
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
･
嚢
ま
つ
り
､

そ
J
て
帯
広
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
と
合
同
で
､
動

物
医
開
園
ま
つ
り
･
平
時
ま
つ
り
な
ど
に
参
加
し

て
､
元
気
い
っ
ぱ
い
凝
り
ま
し
た
｡

当
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
､
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
を

し
ま
す
の
で
応
援
し
て
下
さ
い
｡

▲
手
‥
■
I
O
●
O
l
き
･
(
¥
O
l
モ
ー
.

[
胤
且
に
つ
い
て

◆
分
科
会
は
､
別
表
の
と
お
り
闇
催
さ
れ
ま
す
｡

◆
分
科
会
時
に
､
共
華
甲
学
校
に
次
の
施
設
を
置

く

･
本
　
部
-
･
校
長
室

･
救
急
班
-
･
保
健
室

･

萱

-

･

等

量

◆
分
科
会
に
は
､
参
加
者
名
簿
の
確
認
を
す
る
た

め
､
1
部
会
に
二
名
の
『
V
O
が
配
置
J
さ
れ
る
｡

◆
婁
茶
は
､
轟
全
書
性
を
も
っ
て
進
行

す
る
｡

◆
八
才
料
金
の
写
真
･
讐
F
各
部
会
で
費
任
b

を
も
つ
｡

●
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●

◆
講
満
会
を
実
施
す
る
部
会
は
'
『
積
極
的
に
録

音
b
を
と
っ
て
お
く
事
｡

◆
仝
荏
集
会
の
会
場
で
は
食
事
が
出
来
な
い
の
で
､

『
各
分
科
会
会
場
で
食
事
』
を
す
る
事
｡

◆
妻
石
の
.
教
科
4
麦
茶
場
へ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
)
内
で
は
食
事
が
と
れ
ま
せ
ん
の
で
､
ロ
ビ
ー

で
童
を
す
る
事
｡

◆
分
科
会
の
な
い
参
加
者
の
た
め
に
､
『
琴

画
風
且
に
つ
い
て

◆
墓
石
で
の
来
賢
挨
拶
は
､
F
患
者
･
家
族

の
薪
,
え
』
の
あ
と
に
行
う
｡

◆
記
念
講
演
は
､

札
幌
い
ち
ご
ム
真
宗
長
･
小
山
内
春
子
さ
ん

『
障
青
者
と
地
誓
伯
』
の
予
定
で
す
o

同
回
且
に
つ
い
て

◆
ホ
テ
ル
は
､
蛋
÷
一
名
で
宿
泊
し
ま
す
｡

禦
廿
放
下
さ
い
｡

●◆
広
告
･
寄
付
の
支
部
費
冗
金
は
二
十
%
で
す
ゥ

料
金
A
を
設
定
す
る
｡

◆
五
日
･
午
後
五
時
二
十
分
よ
り
'
笹
井
ホ
テ
ル

◆
分
科
会
の
共
栄
中
学
校
は
『
姦
耶
』
で
す
.
内
･
ゲ
ー
ム
コ
-
ナ
二
階
)
で
､
朝
市
な
ら
ぬ

必
要
な
方
は
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
持
参
下
さ
い
｡
　
　
『
也
冗
特
産
晶
』
の
防
菱
を
行
い
ま
す
｡

◆
分
科
会
の
机
の
配
置
は
事
前
に
V
O
が
行
っ
て
　
◆
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
､
五
日
午
堕
へ
時
か
ら
二

い
ま
す
｡

階
大
英
人
蕩
』
で
行
わ
れ
ま
す
｡

･
参
加
者
芋
名
以
上
-
･
学
校
方
式

･
参
加
者
二
十
名
以
下
･
･
･
D
の
字
型
　
　
　
◆
当
口
の
み
の
参
加
費
は
八
百
円
で
す
｡

◆
分
科
会
の
会
場
は
'
温
泉
よ
り
バ
ス
で
約
1
五
　
◆
泊
ま
り
の
人
数
分
を
､
各
部
A
芦
一
人
二
千
円

分
か
か
り
ま
す
｡
(
別
図
参
照
)

の
空
耳
負
担
金
を
し
て
も
ら
う
｡

(
各
整
式
で
整
理
す
る
｡
)
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